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続撮影し、眼底に色素が流入してから４秒後の画像を解析に用いた。画像解析装置であるIMAGEnetシステムを
用い、視神経乳頭の平均蛍光輝度に対する乳頭外領域での輝度比（ch/d比）を求めた。黄斑部の脈絡膜血流動
態を評価する目的で、黄斑部128×128ピクセル内のch/d比の平均値を求めた。さらに部位別の血流変化を可視
化するために、ch/d比の値により比の高いものから順に白、赤、マゼンタ、黄、緑、青、シアン、黒の８階調
に色分けし、IA画像を着色した（IA着色画像）。 
その結果、黄斑部ch/d比の平均値は若年者正常眼では1.42、高齢者正常眼では1.25、萎縮型加齢黄斑変性で
は0.51で、有意に萎縮型加齢黄斑変性のch/d比は低かった（p＜0.05）。IA着色画像は、若年者正常眼では10眼
全例で白や赤に着色された。高齢者正常眼では10眼中６眼が白や赤に着色されたが、10眼中２眼は黄や緑に、
残り10眼中２眼は青やシアンに着色された。萎縮型加齢黄斑変性では５眼中１眼で黄や緑に着色され、５眼中
４眼で青やシアンに着色された。 
以上より、ch/d比により萎縮型加齢黄斑変性での低灌流を確認でき、ch/d比に基いたIA着色画像により、症
例群毎の脈絡膜灌流の違いを客観的に評価できた。若年者正常眼と高齢者正常眼の各群間でch/d比に有意差を
認めなかったが、IA着色画像では高齢者に低灌流を示す症例を認めた。本法により、脈絡膜血流動態を客観的
に検討できた。 
本研究成果は、インドシアニングリーン蛍光眼底造影における脈絡膜循環の解析法の発展に寄与するもので
あり、本論文は博士（医学）の学位を授与するに値するものと判定された。 
